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ChatGPT PLUS ($20/month)



ChatGPTとは
• OpenAIが2022年11月に公開したチャットボット
• 公開後2ヶ月で1億ユーザ突破
• その基本は、与えられた文脈（文字列）に対し
て次の単語を予測する言語モデル

• ニューラル自然言語処理／
翻訳の研究の中から生まれた
Attention（注意機構）、
それを精緻化したTransformer
がコア技術

[Vaswani et al. 2017]



ニューラル自然言語処理
• 語などの意味を1,000～10,000次元程度のベクトルで表現

• 意味が似ている語は近いベクトルになる

• 1,000次元で各次元が-1/1のいずれかの値をとるとしても、
21,000 ≈ 10300の膨大な意味空間を表現
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りんご [-0.034,  0.000,  0.010, -0.004, -0.012, -0.002,  0.007,  0.023, -0.002,  0.006,  …] 

みかん [-0.022,  0.000, -0.020, -0.007, -0.007, -0.007, -0.001,  0.007, -0.003,  0.024,  …] 

車 [-0.016, -0.014, -0.017,  0.009,  0.002,   0.012, -0.010,  0.015,  0.015, -0.008, …]

りんご
みかん

車
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の 少子 化日本

対策

対策 に は 、 次

次

の ような アプローチ

アプローチに は 、 の ようなの 少子 化 を

…

学習データ：日本の少子化対策には、次のようなアプローチを…

学習時

GPT(Generative Pre-trained Transformer)
[Radford et al. 2018]



GPT(Generative Pre-trained Transformer)
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の 少子 化日本 対策 は どう すれば いい の 日本 の

の 少子

…

日本

プロンプト：日本の少子化対策はどうすればいいの
推論時

[Radford et al. 2018]

In-Context Learning (ICT)



• GPT (2018)  117M パラメータ
• GPT-2 (2019)  1.5B パラメータ
• GPT-3 (2020)  175B パラメータ
• InstructGPT = GPT-3.5 (2022)

• ChatGPT (2022 詳細は非公開)
会話的な振る舞いができるように GPT-3.5をさらに訓練

• GPT-4 (2023 詳細は非公開)
• 画像も扱える、多言語でのパフォーマンスも大幅に向上
• アメリカの司法試験で人間受験者の上位10％の成績
• アメリカの大学入試テストSATで1600点中1410点
• アメリカの医師試験USMLEでも合格レベルの点数
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GPT Family



LLM/生成AIに関する議論
• なめらかな嘘をつく（Hallucination）。その「賢さ」を
含めて自然言語処理の研究者も原理を理解できていない 
→ 日進月歩の進展

• 大規模言語モデルの研究開発が一部の組織の寡占状態で
あることは健全でない。OpenAIはもはやオープンでない 
→ LLM-jp

• 著作権について
• 日本の著作権法第30条の4は、著作物のAI学習利用を認めている。
ただし著作権者の利益を不当に害する場合は学習利用できない

• 問題は依拠性・類似性が高いコンテンツがどの程度生成されるか
（黒橋私見：イラスト等では深刻であるが、テキストの場合は利
益を不当に害するレベルではないと推測→LLMの原理解明が必要）

• 生成AIの進歩の正の側面（学術振興、医療・法律・ビジネス一般
等での活用）も考慮が必要
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LLM＋外部知識
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Bing: LLM+検索



Code(プログラム)の利用
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Code(プログラム)の利用
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Code(プログラム)の利用
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複数の外部ツールを用いた推論
[Inaba+ ACL2023]

Q: Find the amount of Calcium hydroxide that is 
required to react with 2 moles of Carbon dioxide to 
form 2 moles of Calcium carbonate along with 2 moles 
of Water.

問題（NumGLUE）

2モルのCO2と反応して2モルのCaCO3と
2モルのH2Oを生成するために必要な
Ca(OH)2の量を求めよ
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A: First, use the chemical reaction predictor to determine the 
chemical equation for the reaction.
Reactants: ?Ca(OH)2, 2CO2
Products: 2CaCO3, 2H2O
<< Chemical reaction predictor >>
2Ca(OH)2 + 2CO2 → 2CaCO3 + 2H2O

Second, use the molar mass list to determine the molar mass 
of Calcium hydroxide.
Ca(OH)2 << Molar mass list >> 74 g/mol

Third, use the calculator to calculate the amount of 2 moles of 
Calcium hydroxide.
2 x 74 = << Calculator >> 148

Therefore, 148 g of Calcium hydroxide is required.

出力

Use the following tools at your disposal and answer some 
questions:
・<< Calculator >>
・<< Chemical reaction predictor >>
・<< Molar mass list >>

説明文

Q: Find the amount of H2CO3 formed on combining 2 moles 
of CO2 and 2 moles of H2O. 
A: First, use the chemical reaction predictor to determine the 
chemical equation for the reaction.
Reactants: 2CO2, 2H2O
Products: ?H2CO3
<< Chemical reaction predictor >>
2CO2 + 2H2O → 2H2CO3
Second, use the molar mass list to determine the molar 
mass of H2CO3.
H2CO3 << Molar mass list >> 62 g/mol
Third, use the calculator to calculate the amount of 2 moles 
of H2CO3.
2 x 62 = << Calculator >> 124
Therefore, 124 g of H2CO3 is formed. 

Q: …
A: …

Few-Shot 事例

他の Few-Shot 事例

Q: Find the amount of Calcium hydroxide that is required to 
react with 2 moles of Carbon dioxide to form 2 moles of 
Calcium carbonate along with 2 moles of Water.

問題文

外部ツール

電卓

化学反応式予想器

モル質量検索器GPT-3.5

複数の外部ツールを用いた推論
[Inaba+ ACL2023]
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LLM-jp
• All Japanで産学の自然
言語処理と計算機シス
テムの200名規模の研
究者が参加

• 学習コーパス、学習過
程を含めすべてをオー
プンにした、日本語に
強いLLMを構築・公開
（今秋に13B、今年度
中に175Bを目標）
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「AI原理 徹底解剖 欠陥克服へ 日本チーム」
『読売新聞』2023.6.21 夕刊
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データ基盤から知識基盤へ
日本学術会議「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」に提案（2022年12月16日）

AI基盤モデルが出力する
情報の信頼性を担保する
知識トレーサビリティ

AI基盤モデル構築に必要
なデータの信頼性・信憑性
を確保する技術

国際協調に基づく非地上形
ネットワークの構築による学
術分野の発展・開拓

異分野間の高度認証連携
クラウド・エッジサーバ・デバ
イス間のデータ収集及び資
源最適化

ネットワーク状態の高度診
断・障害予兆検知

研究データ基盤の機能充実
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